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大
学
院
生
ら
と
と
も
に
住
民
の
視
点
で
映
像
製
作
Ⅱ
日
頃
市
町
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ピ
コ
日
雇
、
墓
オ
呆
鬘
町
一
員
露
蕊
震
一
需
薩
勢
護
一
辿
蕊
鐘
議

被
災
地
の
「
今
」
残
し
た
い
鵬

映
画
監
督
体
験
会
が
ス
タ
ー
ト
大

映像制作住民の視点で
気
仙
両
市
で
支
援
活
動
を

展
開
し
て
い
る
防
災
科
学

技
術
研
究
所
と
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

ド
コ
モ
・
モ
バ
イ
ル
社
会

研
究
所
が
主
催
。
３
日
間

の
日
程
で
シ
ナ
リ
オ
作
り

か
ら
撮
影
、
編
集
、
公
開

ま
で
を
体
験
し
、
映
像
制

作
や
機
器
操
作
を
学
ん
で

も
ら
お
う
と
企
画
し
た
。

こ
の
曰
は
、
気
仙
に
住

む
シ
ニ
ア
世
代
の
中
高
年

ｎ
人
が
参
加
ｏ
２
人
ず
つ

５
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

東
京
工
業
大
学
の
大
学
院

生
ら
が
サ
ポ
ー
ト
役
を
担

東
日
本
大
震
災
か
ら
立
芦

を
地
域
住
民
の
視
点
で
映
像

督
体
験
会
が
２
日
か
ら
始
ま

作
の
基
礎
を
学
び
な
が
ら
、

ろ
構
想
を
議
論
。
参
加
し
た

く
り
を
通
し
て
改
め
て
被
災

世
に
残
す
べ
き
風
環
や
教
訓

体
験
会
は
震
災
以
降
、
戸

震
災
か
ら
立
ち
上
が
る
気
仙
の
「
今
」

の
視
点
で
映
像
に
残
そ
う
と
、
映
画
監

ｚ
曰
か
ら
始
ま
っ
た
。
初
日
は
機
器
操

字
ぴ
な
が
ら
、
２
日
目
以
降
に
撮
影
す

論
。
参
加
し
た
地
域
住
民
は
、
映
像
づ

て
改
め
て
被
災
経
験
を
振
り
返
り
、
後

舌
風
環
や
教
訓
を
探
っ
た
。

っ
だ
。
ま
た
、
体
験
会
活

動
の
記
録
撮
影
や
運
営
補

助
と
し
て
、
地
元
在
住
の

若
者
４
人
が
加
わ
っ
た
。

収
録
で
使
用
す
る
の

は
、
カ
メ
ラ
付
き
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
擢
帯
端
末
。
パ
ソ

コ
ン
機
器
よ
り
は
小
さ
い

が
携
帯
電
話
に
比
べ
る
と

大
き
く
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル

上
で
操
作
が
し
や
す
い
。

液
晶
部
分
が
大
き
い
た

め
、
収
録
時
に
複
数
の
住

民
が
映
像
を
確
認
で
き
、

共
同
作
業
に
向
い
て
い
る

と
さ
れ
る
。

主
会
場
の
曰
頃
市
中
学

遊
鱈
翠
諜
窺
護
一
鶴
荒
遁

の
地
域
医
療
問
題
や
住
居

確
保
な
ど
課
題
を
握
り
天

げ
る
内
容
だ
け
で
な
く
、

「
今
残
っ
て
い
る
地
域
の

素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
た

い
」
と
、
植
物
や
名
産
品
、

由
繕
あ
る
駅
・
鉄
道
施
設

に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当

て
る
ア
イ
デ
ア
な
ど
が
披

露
さ
れ
た
。

中
学
校
周
辺
で
実
際
に

映
像
収
録
を
体
験
し
な
が

ら
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
交

流
を
深
め
合
っ
た
。
同
大

学
院
情
報
理
工
学
研
究
科

の
岸
田
知
子
さ
ん
（
型
）

は
「
構
想
を
ま
と
め
る
中

で
、
こ
れ
ま
で
過
ご
し
て

き
た
地
域
住
民
な
ら
で
は

の
課
題
や
困
り
事
を
確
認

で
き
ま
し
た
。
地
域
住
民

の
視
点
で
撮
影
す
る
映
像

を
残
す
こ
と
は
、
価
値
の

あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
た
。

ま
と
め
た
作
品
は
肖
像

権
な
ど
の
問
題
が
解
決
で

き
れ
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
の
公
開
も
行
い
、

唾
く
将
来
に
わ
た
っ
て
映

轌
聯
騨
璽
》
鱸
繕
鱗

金
ヶ
崎
町
民
生
委
員
児

童
委
員
Ｏ
Ｂ
会
（
加
藤
久

会
長
、
会
員
ｎ
人
）
は
２

日
、
大
船
渡
市
社
会
福
祉

協
議
会
（
佐
藤
秀
一
会

長
）
に
ひ
と
め
ほ
れ
１
７

０
ず
と
義
援
金
旧
万
２
０

０
０
円
を
贈
っ
た
。

３
曰
か
ら
鱈
憲
迄
墓
一
づ

く
揮
影
が
本
格
化
し
、
４

真
也
さ
ん
は
「
映
像
づ
く

り
を
通
し
て
被
災
の
記
憶

寿
整
理
し
、
自
分
巨
富
が

蕊
蕊
蕊

慰
菫
雲
ラ
ー
評
蒙
議
訣

く
揮
影
が
本
格
化
し
、
４
－
（
ｍ
０
９
Ｏ
Ｐ
へ
７
０
７

日
に
は
グ
ル
ー
プ
ー
ビ
と
の
－
８
．
ｌ
ｏ
ｌ
５
Ｏ
）
へ
二

市
社
協
に
義
援
金
と
米

肋の再興誓う 金
ヶ
崎
町
の
団
体
が
贈
る
大

大船渡の２保存会

【角の寄贈を受けて

同
会
は
、
民
生
委
員
な

ど
の
経
験
を
生
か
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
貢
献
活
動
を

行
っ
て
お
り
、
今
回
の
震

災
で
苦
労
し
て
恥
ろ
大
船

渡
市
の
被
災
者
を
支
援
し

よ
う
と
同
協
議
会
に
米
な

ど
を
託
し
た
。
義
援
金
は

農
の
蔦
霞
さ
ん

（
、
０
９
０
２
７
０
７

「
上
映
会
」
も
計
画
．
９
曰

（
火
）
以
峰
の
念
曰
間
は

「
３
分
間
の
短
縄
映
画
を

作
っ
て
み
ま
せ
”
か
一
と

し
て
、
市
内
在
僅
の
中
学
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